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日本付近のプレートと
ここで起こる地震のタイプ

10-4の歪が
溜まると
破壊する。

M8超の
大地震

M8以下
の地震



わが国の地震予知研究の現状

• 1962：地震予知の
ブループリント

• 1965：地震予知計
画の発足

その事はじめ
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地震予知計画発足前の
地震直前の異常地殻変動

昭和18(1943)年9月：
鳥取地震(M=7.2）

震央から60km離れた
生野鉱山で異常傾斜
変化が観測された。



わが国の地震予知計画は兵庫県南部地震で破綻

（1995年1/17～1/18
の余震をプロット）

（気象庁データによ
る）

本震（M7.3） ：
1995 (平成7)年
1月17日05:46
（日本時間）

防災科学技術研究所（http://www.hinet.bosai.go.jp/about_earthquake/sec7.1.html）

兵庫県南部地震の本震と24時間以内の余震分布
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兵庫県南部地震の予知はできなかった！
京大防災研・理学部では、新神戸駅から2kmほど北に

上がった新神戸トンネル内の六甲高雄観測室でレー
ザー伸縮計を用いた高精度地殻変動精密観測を続け
ていたが、地震の前兆的変化は捉えられなかった。
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兵庫県南部
地震までに
認識されて
いた近畿お
よびその周
辺の活断層

藤田和夫編著
アジアの変動帯
（1984）より引用

近畿地方では山崎断層や三峠断層が注目されていた。六甲断層系と淡路島
の断層系がいっしょに動いてM7.3 の地震が起こるとは予測されていなかった。



兵庫県南部地震前10年間の微小地震活動

(京大防災研究所）



国土地理院によるGPSネットワーク
（GEONET)

GPS相対測位

GPS（全地球測位システム）



2011東北地方太平洋沖地震
震源モデル（国土地理院・海上保安庁）

水平動

上下変動



３．東北地方太平洋沖地震に伴う地殻変動

上下変動水平変動

電子基準点三隅(島根県)を基準

陸域の地殻変動

（国土地理院GPS）



東京と京都の10年間の変動



熊本と長陽の10年間の変動

熊本でも10年間の変動の最大のイベントは2011年3月11日の
東北地方太平洋地震（Mw9.0）である。

熊本 長陽



気象庁資料
熊本県から
大分県にか
けての地震
活動の状況

(2016年
4月14日
21時00
分～6月
10日13
時30分)
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(2016年4月14日21時00分～6月10日13時30分)



領域A,B,Cの地震活動経過図・回数積算図

横軸は時間、縦軸は左がM.右が地震の積算回数



地震と活断層
1995年兵庫県南部地震（M7.3）のあと、2016年

熊本地震（M7.3）の直前までの約20年間に、M7
以上の内陸の地殻内断層地震は、2000年鳥取
県西部地震（M 7.3）、2005年福岡県西方沖地震
（M 7.0）、2008年岩手・宮城内陸地震（M7.2）、
2011年福島県浜通り地震（M 7.0）と5～3年間隔
で広範囲な地域でばらばらに起こっている。
このうち2000年鳥取県西部地震と2005年福岡

県西方沖地震は活断層の知られていないところ
で起こった。



活断層が知られて
いない場所でも直
下型地震は起こる
鳥取県西部地震(M7.3)
2000年10月6日13時30分



福岡県西方沖地震
2005年3月20日の福岡県西方沖地震（M7.0）は、近くの陸域には警

固（けご）断層という活断層が認められれていたが、地震はその北
西延長上の玄界灘の地震空白域で発生した。この地震の余震域と
警固断層が直線上にほぼ連続していることから、2005年の地震後

は、一連の活断層帯であると考え、これらをまとめて警固断層帯と
して扱っている。

第163回地震予知連絡会
資料(平成17年4月7日)

若狭湾の活断層が連動し
て動く可能性は十分考え
られるし、既知の活断層の
延長上を含めていっしょに
割れる可能性も考えてお
かなければならない。
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